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　地すべり

　地面は、固さや性質の違ういくつもの層が積み重なってできてい
ます。地下水が粘土のようなすべりやすい層の上にたまり、その層
から上の地面がゆっくり動き出すのが地すべりです。

【前兆現象】

▼地面がひび割れたり陥没する。

▼家や擁壁に亀裂が入る。

▼がけや斜面から水が噴き出す。

▼樹木や電柱が傾く。

▼井戸や沢の水が濁る

　がけ崩れ・急傾斜地崩壊

　斜面から突然、崩れ落ちるのががけ崩れです。
大雨や長雨で地面に水がしみ込んで起こります
が、地震によるものもあります。前ぶれがあま
りなく一瞬で崩れます。
【前兆現象】

▼がけにひび割れができる

▼地下水やわき水が止まる

▼小石がバラバラと落ちてくる

▼がけから木の根が切れるなどの音がする

▼がけから水がわき出る

　地球温暖化に伴う気候変動により、熱帯低気圧の強度が増大するとともに、大雨
の頻度も増加する可能性が高く、土砂災害の増加や激甚化が懸念されています。
　災害はいつ、どんな形でやってくるかわかりません。いざというときに、落ち着
いて行動できるよう、日ごろから心構えをしておきましょう。

土砂災害防止月間 -出水期への備え -

日ごろからの心構え

▼  土砂災害の危険地に住
んでいることを確認

▼  大雨に注意をして早め
の避難

▼  避難所、避難経路を決
めておく

こんな現象は危険信号です！

　土石流

　山の斜面や川底にある石、土砂などが、長雨
や大雨によって、一気に下流に流されるのが土
石流です。流れるスピードは時速20㎞から40㎞
以上とたいへん速く、大きな岩が混じっている
こともあります。
【前兆現象】

▼山鳴りがする

▼腐った土の匂いがする

▼急に川の水が濁り、流木が混ざり始める

▼  立木がさける音や石がぶつかり合う音が聞こえる

▼雨が降り続いているのに川の水位が下がる

【問合先】危機管理課☎49 - 7006



ホテル・旅館などへの要配慮避難者への補助金 【問合先】危機管理課☎49 - 7006

■要配慮避難者等宿泊施設利用補助金
　新型コロナウイルス対策として、土砂災害に関する避難勧告などが発令され、妊産婦や高齢者などの特に配
慮が必要な避難者などが市内のホテルや旅館などを避難先として利用した場合に、宿泊費の一部を補助します。
【対　象】土砂災害警戒区域などに居住する特に配慮が必要な避難者など（要介護３～５認定者、75歳以上世帯、
身体障害者手帳１・２級所持者、療育手帳Ａ所持者、精神障害者保健福祉手帳１級所持者、重度心身障害者医
療費受給対象者、妊産婦、１歳未満、付添い者）
【補助率】１／２（補助金上限額3,500円／泊。１回の利用につき２泊３日まで）

テレビプッシュ・サービス

　緊急時にテレビ画面が自動で切り替わり、緊急
地震速報や避難情報などを届けます。
【対　象】次のいずれかに当てはまる人

▼  聴覚に障がいがある（障害者手帳２級以上）

▼  避難行動要支援者（65歳以上の高齢者または障害

者手帳１・２級をもち、災害発生時の避難など
に支援が必要な人）がいる世帯で土砂災害警戒区
域に住んでいる
※ 液晶テレビ（ＨＤＭＩ端子）および受信可能なイ
ンターネット回線があるか設置が必要。
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避難のための備え

▼避難所・経路の事前確認
　避難所までの安全な経路（避難路）は、あらかじ
め自分たちで決めておき、日ごろから安全に通行
できるか確認しておきましょう。

▼避難先の検討
　可能な場合は、安全な親戚や知人の家への避難
も検討してください。

▼正確な情報収集を
　ラジオ・テレビなどからの市のお知らせや気象
情報には十分注意しましょう。

▼非常持出品の用意
　平時から非常持出品として、ラジオ、懐中電灯、
食料、飲料水などを手近に準備しておきましょう。

安全な避難のために

避難時の心得

▼持ち物は最小限に
　荷物はリュックなどに入れ、両手が使えるよう
にしましょう。

▼隣近所の安全確認
　可能な範囲で隣近所への声かけを行い、けが人
などがいないか確認しましょう。

▼高齢者などの避難に協力を
　高齢者や子ども、病気の人などは、早めの避難
が必要です。隣近所で声を掛け合って避難に協力
しましょう。

▼マンホールや側溝に注意を
　大雨などの浸水により、マンホールの蓋が外れ
ることがあります。浸水している状況では、マン
ホールや側溝が分からない場合もあるため、浸水
している場所を避難するときには、長い棒などを
杖代わりにして水面下を確認して歩きましょう。

▼避難するときは危険な場所を通らない
　大雨などの際には、いつ、どこで土砂災害が発
生するかわかりません。普段から危険箇所を確認
し、避難の際には危険な場所を通らないように努
めて２人以上での行動を心がけましょう。

 目のつきやすい
ところに置いて
おきましょう。
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